
報告資料

被災者生活再建支援法施行令に係る対応状況等について

◆ 現在の状況

（１）被災者生活再建支援基金に関する検討結果（平成２２年７月１６日）

今回の施行令改正前に災害対策特別委員会において支援制度の改善点等を検討し、

「制度適用条件の緩和」が必要であるとの検討結果報告をまとめ、全国知事会議に報

告、了承。

【検討結果抜粋】

４ 支援制度の改善等 （１）制度適用条件

同一災害で被災しても、居住する市町村又は都道府県の全壊世帯数等によっ

ては支援の対象とならないため、被災者間に不均衡が生じている。同一災害に

おける支援の不均衡を是正するため 「現行制度で対象となる自然災害が発生、

した場合には、すべての被災区域に適用すること」を国に要望する。

（２）制度見直しに関する緊急要望（平成２２年８月３日）

今季の梅雨前線における大雨災害の発生状況（同一災害での被災者間に支援の不均

衡が生じる）を踏まえ、全国知事会が「制度適用条件の緩和」を国に要望。

【要望抜粋】

同一の災害における支援の不均衡を是正するとの観点から、現行制度で一部地

域が適用対象となるような自然災害が発生した場合には、全ての被災区域が支援

の対象となるように制度改正することを要望する。

（３）今回の制度見直し（施行令改正）の概要（平成２２年９月３日）

今季の梅雨前線における大雨災害の被害状況（局所的な被害が全国各地で発生）を

踏まえ、甚大な住宅被害が広域的に散在している場合にも対応できるよう、内閣府が

被災者生活再建支援法施行令を改正し、制度適用条件を緩和。

【改正概要】

全壊１０世帯以上などの市町村を含む都道府県が２以上ある場合には、以下の

要件に該当する全国の市町村に被災者生活再建支援法を適用。

・ ５世帯以上」の住宅全壊被害が発生した市町村（人口１０万人未満に限る）「

・ ２世帯以上」の住宅全壊被害が発生した市町村（人口５万人未満に限る）「

・合併市町村については、旧市町村単位でも適用可などの特例措置あり。

※平成２２年６月１１日以後の災害に遡及適用。
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（４）施行令改正案に対する全国知事会回答（平成２２年８月２４日）

上記、制度見直しに伴う内閣府からの事前協議（施行令改正案）に対し、是認する

旨を回答。

【回答抜粋】

標記政令改正案については、当該改正により支援法の対象世帯が拡大され、同

一の災害における支援の不均衡の是正にもつながるものと考えられることから了

承いたします。

◇施行令改正案に対する各県意見調査結果（平成２２年８月５日意見照会）

意見提出県 意 見 概 要

５県 改正案については異議はないが、緊急要望の趣旨を踏まえ、

今後とも制度適用条件の拡充要望等、同一災害による支援の不

均衡を解消するための措置が必要。

１県 改正案の受け入れはやむを得ないが、改正を行う場合は、立

法の段階から国と地方で十分協議すること等、国に申し入れが

必要。

１県 事前の協議がなく、妥当性について議論することもなく是認

することは拙速であり、にわかには内閣府案を是認しかねる。
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平成２２年梅雨前線による大雨災害における支援制度適用状況

適用要件
（施行令）

対象となる
全壊世帯

適用要件
（施行令）

対象となる
全壊世帯

福島県

川俣町 17,034 1

長野県

飯田市 108,624 2 附則２項３号
（合併市町村特例）

2

長野市 378,512 1

岐阜県

八百津町 12,935 2 ６号 2

御嵩町 19,272 1

静岡県

磐田市 170,899 1

広島県

呉市 251,003 4 附則２項３号
（合併市町村特例）

4

庄原市 43,149 12 ２号 12 ２号 12

東広島市 184,430 1

神石高原町 11,590 1

山口県

美祢市 29,839 3 ６号 3

周南市 152,387 1

山陽小野田市 66,261 0 １号 0 １号 0

福岡県

北九州市 993,525 2

掛川町 14,535 1

福智町 25,543 1

みやこ町 22,898 1

宮崎県

都城市 170,955 2

鹿児島県

曽於市 42,287 2 ６号 2

霧島市 127,309 3

合計 － 42世帯 ２市 12世帯 ７市町 25世帯

※　被害状況及び制度対象世帯数は、消防庁調べ及び支援法適用県からの聞き取り（10月6日現在）結果

※　支援制度適用市町村及び全壊被害が発生した市町村を記載

制度適用市町村

全壊
（世帯）

人口
（平成17年
国勢調査
人口）

改正前 改正後（現行制度）

報告資料(参考）
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【
検

討
の

背
景

】

１
住

民
の

避
難

体
制

の
あ

り
方

の
検

討
協

議
資

料
１

大
津

波
警

報
津

波
警

報
発

表

【
検

討
の

背
景

】

チ
リ

地
震

津
波

の
対

応
で

は

大
津

波
警

報
、

津
波

警
報

の
発

表

避
難

指
避

難
勧

告
令

避
難

指
示

、
避

難
勧

告
の

発
令

予
想

さ
れ

た
波

高
の

津
波

が
到

達
し

な
か

っ
た

指
定

避
難

所
以

外
へ

避
難

自
分

は
安

全
だ

と
い

う
自

己
判

断
、

津
波

に
対

す
る

理
解

が
十

分
で

な
い

○
正

確
な

津
波

予
測

情
報

○
津

波
に

対
す

る
意

識
啓

発

今
回

は
、

人
的

被
害

に
は

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

が
・
・
・

避
難

勧
告

、
避

難
指

示
が

発
令

さ
れ

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、

避
難

所
へ

の
避

難
者

が
少

な
か

っ
た
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（
今

回
、

チ
リ

地
震

津
波

に
お

け
る

対
応

を
き

っ
か

け
と

し
た

が
、

遠
地

津
波

に
限

ら
ず

、
）

災
害

発
生

が
あ

ら
か

じ
め

想
定

さ
れ

、
か

つ
、

発
生

ま
で

に
時

間
が

あ
る

災
害

に
対

し
て

【
検

討
課

題
】

避
難

指
示

、
避

難
勧

告
が

発
令

さ
れ

て
も

避
難

し
な

い
住

民
を

避
難

に
繋

げ
て

い
く
た

め
に

は

○
避

難
指

示
、

避
難

勧
告

の
情

報
を

確
実

に
住

民
に

伝
達

し
、

確
認

す
る

た
め

の
取

組

○
適

切
な

発
令

対
象

地
域

に
発

令
す

る
た

め
の

取
組

○
住

民
の

避
難

に
繋

が
る

取
組

○
避

難
指

示
、

避
難

勧
告

の
情

報
を

確
実

に
住

民
に

伝
達

し
、

確
認

す
る

た
め

の
取

組

●
災

害
時

要
援

護
者

情
報

の
共

有

災
害

時
要

援
護

者
情

報
の

統
合

例
え

ば
、
ID

を
活

用
し

て
情

報
を

統
合

行
政

で
バ

ラ
バ

ラ
に

保
有

さ
れ

て
い

る
情

報
を

ID
を

付
与

し
て

統
合

（
社

会
保

障
税

共
通

番
号

制
度

）

災
害

時
要

援
護

者
情

報
の

共
有

個
人

情
報

保
護

審
査

会
の

承
認

の
手

続
等

に
す

べ
て

の
災

害
時

要
援

護
者

の
情

報
を

関
係

機
関

で
共

有

例
え

ば
、
個

人
情

報
保

護
法

の
見

直
し

付
与

し
て

統
合

（
社

会
保

障
・
税

共
通

番
号

制
度

）

●
住

民
避

難
の

誘
引

で
き

る
よ

う
に

、
個

人
情

報
保

護
法

等
の

見
直

し

例
え

ば
、
自

主
防

災
組

織
の

権
能

付
与

・
活

用
災

害
時

要
援

護
者

の
先

行
避

難
例

え
ば

、
自

主
防

災
組

織
の

権
能

付
与

活
用

自
主

防
災

組
織

の
役

割
と

し
て

、
率

先
し

て
災

害
時

要
援

護
者

を
避

難
さ

せ
る

仕
組

み
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２
災
害
対
応
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討

【
検

討
の

背
景

】

協
議

資
料

２

【
検

討
の

背
景

】

被
災

県
及

び
被

災
市

町
村

は
、

大
規

模
災

害
発

生
の

瞬
間

か
ら

、

・
膨

大
な

量
の

慣
れ

な
い

業
務

、
・

状
況

変
化

に
応

じ
た
迅

速
な
対

応
と

い
っ

た
災

害
対

応
が

※
県

と
市

町
村

が
果

た
す

べ
き

役
割

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

・
状

況
変

化
に
応

じ
た
迅

速
な
対

応
、

と
い

っ
た

災
害

対
応

が
・

住
民

の
生

命
や

財
産

に
直

結
、

求
め

ら
れ

る
。

（
例
）

※
同

じ
顔

の
災

害
は

二
度

と
起

き
な

い

被
災

者
建

支
援

実
施

伴
住

家
被

害
認

定
調

査
り

災
証

交
付

な
ど

住
生
活

や
財
産

●
被

災
者

再
建

支
援
の

実
施
に

伴
い

、
住

家
被

害
認

定
調

査
・

り
災
証

明
交
付

な
ど

、
住

民
の

生
活

や
財
産

に
直

結
し

、
か

つ
災

害
時

以
外

に
経

験
す

る
機

会
の

な
い

、
膨

大
な

量
の

業
務

が
発

生
す

る

→
短

期
間

で
円

滑
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
ノ

ウ
ハ

ウ
を

持
つ

被
災

経
験

自
治

体
に

よ
る

支
援

が
必

要

●
避

難
所

の
位

置
・

避
難

者
数

・
施

設
の

被
害

状
況

な
ど

、
様

々
な

情
報

の
総

合
的

な
把

握
が

難
し

い
状

況
の

中
で

、
状

況
変

化
に

応
じ

た
迅

速
な

災
害

対
応

の
意

思
決

定
が

求
め

ら
れ

る

→
迅

速
な

意
思

決
定

を
支

援
す

る
た

め
災

害
時
に
運

用
経

験
の
あ
る

Ｇ
Ｉ
Ｓ

チ
ム

を
派
遣

し
必

→
迅

速
な

意
思

決
定

を
支

援
す

る
た

め
、

災
害

時
に
運

用
経

験
の
あ
る

Ｇ
Ｉ
Ｓ

チ
ー

ム
を
派
遣

し
、

必
要

な
災

害
情

報
を

統
合

し
て

視
覚

的
に

提
供

す
る

こ
と

が
必

要
→

平
時

か
ら

の
Ｇ

Ｉ
Ｓ

整
備

ノ
ウ

ハ
ウ

や
訓

練
等

の
活

用
ノ

ウ
ハ

ウ
な

ど
の

支
援

が
必

要

○
緊

急
の

被
災

者
救

援
等

が
続

く
中

、
災

害
対

応
の

経
験

の
な

い
自

治
体

が
、

い
き

な
り

こ
れ

ら
の

業
務

に
的

確
に

対
応

し
て

い
く

の
は

難
し

い
（

被
災

経
験

の
ノ

ウ
ハ

ウ
等

が
有

効
）

●
他

県
の

支
援

チ
ー

ム
か

ら
ノ

ウ
ハ

ウ
の

提
言

等
の

支
援

を
受

け
た

事
例

●
本

県
か

ら
他

県
被

災
地

に
ノ

ウ
ハ

ウ
の

提
言

等
を

行
う

支
援

チ
ー

ム
を

派
遣

し
た

事
例
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【
検

討
課

題
】

被
災

経
験

の
乏

し
い

都
道

府
県

・
市

町
村

で
あ

っ
て

も
、

大
規

模
災

害

発
生

時
に

円
滑

な
災

害
対

応
を

す
る

た
め

に
は

○
被

災
経

験
が

あ
る

自
治

体
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
伝

え
る

仕
組

み
が

必
要

○
被

災
経

験
が

あ
る

自
治

体
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
伝

え
る

仕
組

み
が

必
要

◆
知

事
会

に
よ

る
災

害
発

生
時

に
緊

急
的

に
派

遣
す

る
支

援
チ

ー
ム

の
組

織
化

◆
知

事
会

に
よ

る
平

時
か

ら
の

災
害

対
応

へ
の

備
え

を
支

援
す

る
仕

組
み

の
制

度
化
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災
害

対
応

の
支

援
の

仕
組

み
（
基

本
イ

メ
ー

ジ
）
（
案

）

災
害

発
生

時
の

ノ
ウ

ハ
ウ

提
供

平
時

の
ノ

ウ
ハ

ウ
共

有

○
災
害
対
応
関
係
資
料
の
共
有

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
化

※
次

の
よ

う
な

災
害

対
応

が
求

め
ら

れ
る

○
膨

大
な

量
の

慣
れ

な
い

業
務

災
害

被
災

県
庁

デ
タ

化
ラ
イ

ラ
リ

化
（
例
）

◆
災

害
記

録
誌

◆
検

証
記

録
◆

研
究

成
果

　な
ど

◆
被

災
経

験
を

踏
ま

え
て

作
成

　 
した

マ
ニ

ュ
ア

ル
・各

種
計

画
   

そ
の

他
知

見
　な

ど

◆
災

害
対

応
業

務
記

録
、

　使
用

様
式

・書
式

　な
ど

◆
経

験
を

踏
ま

え
た

施
策

や
　施

設
・設

備
の

整
備

　な
ど

◆
被

災
経

験
県

等
に

　対
す

る
Ｑ

＆
Ａ

被
災

市
町

村

○
膨

大
な

量
の

慣
れ

な
い

業
務

○
状

況
変

化
に

応
じ

た
迅

速
な

対
応

○
住

民
の

生
命

・
身

体
・
財

産
に

直
結

○
被

災
自
治
体
、
関
係
団
体
等
の
職
員
等
を
講
師
と
し
た
研
修

・
講
師
の
派
遣
（
事
前
登
録
）

・
研
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど

（
大
学
や
防
災
関
係
機
関
等
と
の
連
携
等
を
含
む
）

被
災

経
験

都
道

府
県

職
員

被
災

経
験

市
町

村
職

員
大

学
・
民

間
事

業
団

体
な

ど

災
害

対
応

ノ
ウ

ハ
ウ

資
料

の
提

供
職

員
を

講
師

と
し

て
派

遣
な

ど

災
害

対
応

支
援

チ
ー

ム
派

遣
に

よ
る

ノ
ウ

ハ
ウ

提
供

【
大
規
模
災
害
へ
の
派
遣
】

※
超
大
規
模
災
害
を
含
む

都
道

府
県

職
員

市
町

村
職

員
団

体
な

ど

事
務

局
が

派
遣

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト

（
例

）
ブ

ロ
ッ

ク
単

位
で

チ
ー

ム
編

成

被
災

経
験

か
ら

得
ら

れ
た

ノ
ウ

ハ
ウ

【
都
道
府

県
】

被
災

経

派
遣

要
請

又
は

状
況

に
よ

り
委

員
長

判
断

で
派

遣
（
準

備
)指

示

（
例

）
ブ

ッ
ク

単
位

で
チ

ム
編

成

【
都
道
府

県
】

○
次

に
必

要
と

な
る

対
応

（
災

害
対

応
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）

○
Ｇ

ＩＳ
、

流
通

業
者

な
ど

、
民

間
事

業
団

体
と

の
連

携
・
協

調
○

関
係

法
令

（
災

害
救

助
法

等
）
の

運
用

実
務

な
ど

験
の

あ
る

自
治

体

事
業

者
【

市
町

村
】

○
避

難
所

、
福

祉
避

難
所

等
の

運
営

実
務

○
建

物
被

害
認

定
調

査
の

進
め

方
、

調
査

要
員

研
修

な
ど

事
業

者
等

9
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３
災

害
復

興
制

度
の

あ
り

方
の

検
討

【
検

討
の

背
景

】

協
議

資
料

３

【
検

討
の

背
景

】

①
災

害
復

旧
制

度
・
施

設
復

旧
に

重
点

③
住

宅
再

建
支

援
に

お
け

る
災

害
救

助
法

の
応

急
修

理
と

②
激

甚
災

害
制

度
・
指

定
及

び
適

用
ま

で
に

時
間

が
・
原

形
復

旧
が

原
則

被
災

者
生

活
再

建
支

援
法

の
錯

綜
か

か
る

。
・
査

定
終

了
後

で
な

け
れ

ば
着

手
で

き
な

い

○
被

災
地

の
再

生
・
復

興
、

ミ
ニ

テ
維

持
等

の
○

省
庁

縦
割

り
で

総
合

的
な

視
点

が
希

薄
○

迅
速

な
対

応
が

で
き

な
い

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

維
持

等
の

視
点

が
希

薄
希

薄
で

き
な

い

○
「
補

助
金

等
適

正
化

法
」
等

、
現

行
の

会
計

制
度

等
が

ネ
ッ

ク
に

な
っ

て
(注

)

○
「
補

助
金

等
適

正
化

法
」
等

、
現

行
の

会
計

制
度

等
が

ネ
ッ

ク
に

な
っ

て

お
り

、
地

域
の

実
情

に
あ

っ
た

取
組

及
び

発
災

直
後

の
緊

急
時

対
応

が
で

き
な

い
が

で
き

な
い

(注
) 補

助
金

等
適

正
化

法
の

ほ
か

、
公

共
施

設
等

の
災

害
復

旧
や

被
災

者
の

生
活

再
建

に
係

る
各

種
関

係
法

の
仕

組
み

な
ど

11



【
検

討
課

題
】

○
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
行
う
た
め
に
は
、

○
被

災
自

治
体

の
裁

量
権

の
拡

大
が

必
要

○
被

災
自

治
体

の
裁

量
権

の
拡

大
が

必
要

○
事

前
規

制
か

ら
事

後
調

整
に

○
権

限
の

中
央

集
権

か
ら

現
場

主
義

に

例
え

ば
、
○

災
害
対

応
一
括
交
付
金
の
制
度
化
(
府
省
を
超
え
た
使
途
の
弾
力
化
)

例
え

ば
、
○

災
害
対

応
括
交
付
金
の
制
度
化
(
府
省
を
超
え
た
使
途
の
弾
力
化
)

○
補
助
金

交
付
要
綱
の
弾
力
化

○
復
興
基

金
の
制
度
化

等
○

復
興
基

金
制
度
化

12



家
屋

被
害

状
況

調
査

り
災

証
明

発
行

等
の

効
率

的
な

実
施

等
に

つ
い

て
の

検
討

家
屋

被
害

状
況

調
査

、
り

災
証

明
発

行
等

の
効

率
的

な
実

施
等

に
つ

い
て

の
検

討

【
背

景
：
大

震
災

発
生

か
ら

「
り

災
証

明
」
発

行
ま

で
】

（
東

京
都

地
域

防
災

計
画

、
東

京
都

震
災

復
興

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

踏
ま

え
て

）

首
都

直
下

地
震

発
生

◎
被

害
調

査
対

象
約

２
７

０
万

棟
（
東

京
都

内
の

全
住

家
･家

屋
）

○
被

害
想

定
全

壊
家

屋
:
約

１
３

万
棟

、
半

壊
家

屋
:
約

３
５

万
棟

、
全

焼
家

屋
:
約

３
５

万
棟

首
都

直
下

地
震

発
生

家
屋

被
害

調
査

の
実

施
（
約
1
週

間
後

か
ら

実
施

）

○
調

査
は

区
市

町
村

が
実

施
（
都

は
支

援
）
、

全
壊

・
半

壊
等

の
被

害
状

況
の

判
定

を
行

う

○
現

在
は

、
調

査
・
判

定
方

法
は

区
市

町
村

が
個

別
に

策
定

（
都

内
全

域
の

標
準

化
が

必
要

）

○
現

在
の

体
制

で
内

部
立

入
り

ま
で

行
う

と
調

査
す

る
だ

け
で
(
推

計
)１

４
６

日
（目

標
は
2
1
日

）
か

か
る

な
ど

、
マ

ン
パ

ワ
ー

が
不

足

家
屋

被
害

調
査

の
実

施
（
約
1
週

間
後

か
ら

実
施

）

○
現

在
体

制
内

部
入

り
ま

行
う

調
査

す
る

だ
け

(
推

計
)

（目
標

）
る

な
、

ン
ワ

不
足

○
被

災
者

情
報

を
確

定
す

る
た

め
、

家
屋

被
害

状
況

、
被

災
世

帯
構

成
等

、
家

屋
登

記
情

報
等

を
照

合
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

現
状

で
は

、
手

作
業

で
照

合
す

る
た

め
、

相
当

な
日

数
が

か
か

る
(
柏

崎
市

で
は

、
約

２
５

０
日

か
か

る
事

務
量

を
シ

ス
テ

ム
化

に
よ

り
４

０
日

で
処

理
)

り
災

証
明

の
発

行
（
約
1
ヵ

月
後

か
ら

発
行

）

○
被

害
の

程
度

（
全

壊
、

半
壊

等
）
に

応
じ

た
各

種
被

災
者

支
援

業
務

の
発

生
（
生

活
再

建
支

援
金

、
仮

設
住

宅
入

居
資

格
、

各
種

税
の

減
免

等
）

○
被

災
者

情
報

は
震

災
復

興
基

本
計

画
の

前
提

と
な

る

課
題

：
都

道
府

県
に

お
け

る
震

災
復

興
事

業
へ

の
影

響

○
区

市
町

村
が

実
施

す
る

家
屋

被
害

状
況

調
査

か
ら

、
り

災
証

明
の

発
行

、
生

活
再

建
支

援
に

至
る

ま
で

の
業

務
等

を
総

合
的

に
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

、
各

業
務

の
効

率
化

と
標

準
化

を
図

る
こ

と
が

、
都

道
府

県
や

国
が

行
う

震
災

復
興

事
業

を
迅

速
・
公

平
に

展
開

す
る

う
え

で
極

め
て

重
要

○
都

道
府

県
に

お
け

る
震

災
復

興
業

務
へ

の
影

響
を

確
認

し
た

う
え

で
、

区
市

町
村

と
の

情
報

連
携

等
の

効
率

化
・
迅

速
化

・
標

準
化

等
つ

い
て

検
討

し
課

題
解

決
の

方
向

性
を

取
り

ま
と

め
る

事
が

重
要

課
題

：
都

道
府

県
に

お
け

る
震

災
復

興
事

業
の

影
響

討
し

、
課

題
解

決
の

方
向

性
を

取
り

ま
と

め
る

事
が

重
要

13
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短
期

的
・
局

地
的

な
災

害
に

対
応

で
き

る
公

共
土

木
施

設
に

関
す

る
激

甚
災

害
の

指
定

基
準

の
見

直
し

の
検

討
関

す
る

激
甚

災
害

の
指

定
基

準
の

見
直

し
の

検
討

【
検

討
の

背
景

】
【
検

討
の

背
景

】

①
短

期
的

･局
地

的
豪

雨
災

害
に

よ
る

甚
大

な
被

災
事

案
が

全
国

的
に

発
生

し
て

い
る

こ
と

。
②

厳
し

い
財

政
状

況
の

中
、

災
害

復
旧

へ
の

負
担

が
極

め
て

大
き

い
こ

と
。

短
時

間
豪

雨
発

生
回

数
（
1時

間
あ

た
り

降
水

量
50

m
m

以
上

の
年

間
発

生
回

数
(1

00
0地

点
あ

た
り

）
）

１
６

０
回

／
11

年
間

（
１

９
７

６
年

～
１

９
８

６
年

）

２
３

３
回

／
1２

年
間

（
１

９
９

８
年

～
２

０
０

９
年

）
【
岐

阜
地

方
気

象
台

提
供

資
料

よ
り

】

地
方

財
政

の
負

担
を

緩
和

す
る

も
の

と
し

て
激

甚
災

害
制

度
が

あ
る

激
甚

災
害

の
指

定
基

準
は

、
面

的
に

広
い

範
囲

に
わ

た
る

災
害

を
想

定
し

て
お

り
、

頻
発

し
て

い
る

短
期

的
･局

地
的

豪
雨

災
害

に
つ

い
て

本
制

度
が

適
用

さ
れ

な
い

。
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【
検

討
課

題
】

短
期

的
･局

地
的

豪
雨

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
公

共
土

木
施

設
災

害
復

旧

事
業

に
係

る
激

甚
災

害
指

定
の

基
準

を
見

直
す

。
事

業
に

係
る

激
甚

災
害

指
定

の
基

準
を

見
直

す
。

＜
参

考
＞

【
激

甚
災

害
の

種
類

】

■
本

激
：

激
甚

災
害

と
な

る
災

害
と

適
用

す
べ

き
措

置
を

指
定

←
全

国
の

被
災

規
模

に
よ

り
指

定
の

有
無

が
決

ま
る

■
局

激
：

激
甚

災
害

と
な

る
災

害
と

適
用

す
べ

き
措

置
に

加
え

、
災

害
対

象
区

域
（
市

町
村

）
を

指
定

■
局

激
：

激
甚

災
害

と
な

る
災

害
と

適
用

す
き

措
置

に
加

え
、

災
害

対
象

区
域

（
市

町
村

）
を

指
定

←
市

町
村

の
被

災
規

模
に

よ
り

指
定

の
有

無
が

決
ま

る

【
本

激
・
局

激
の

指
定

基
準

】
■

本
激

①
公

共
施

設
災

害
復

旧
事

業
費

等
の

全
国

の
災

害
査

定
見

込
額

＞
当

該
年

度
の

全
国

標
準

税
収

入
×

0.
5％

②
公

共
施

設
災

害
復

旧
事

業
費

等
の

査
定

見
込

額
＞

全
国

標
準

税
収

入
×

0.
2％

か
つ

1)
  一

の
都

道
府

県
の

査
定

見
込

額
＞

当
該

都
道

府
県

の
標

準
税

収
入

×
25

％
の

県
が

１
以

上
又

は
2)

  県
内

市
町

村
の

査
定

見
込

総
額

＞
県

内
全

市
町

村
の

標
準

税
収

入
×

5％
の

県
が

１
以

上

■
局

激
■

局
激

①
当

該
市

町
村

が
負

担
す

る
公

共
施

設
災

害
復

旧
事

業
費

等
の

査
定

事
業

額
（
査

定
事

業
費

が
１

千
万

円
未

満
の

も
の

を
除

く
。

）
＞

当
該

市
町

村
の

標
準

税
収

入
×

50
％

た
だ

し
、

こ
の

基
準

に
該

当
す

る
市

町
村

ご
と

の
査

定
事

業
費

を
合

算
し

た
額

が
お

お
む

ね
１

億
円

未
満

で
あ

る
場

合
を

除
く
。

②
①

の
公

共
施

設
災

害
復

旧
事

業
等

の
事

業
費

の
査

定
見

込
額

か
ら

み
て

①
に

掲
げ

る
災

害
に

明
ら

か
に

該
当

す
る

こ
と

と
な

る
と

見
込

ま
れ

る
災

害
（
当

該
災

害
に

係
る

被
害

箇
所

の
数

が
お

お
む

ね
十

未
満

の
も

の
を

除
く
。

）
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災
害
救
助
法
と
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
と
の
整
合
性
の
検
討

災
害

救
助

法
に

基
づ

く
住

宅
応

急
修

理
の

支
援

措
置

は
、

半
壊

及
び

大
規

模
半

壊
世

帯
を

対
象

と
す

る
が

全
壊

世
帯

は

対
象

外
年
齢

年
収

要
件

に
よ

る
制

限
も

あ
る

な
ど

被
災

者
生

活
再

建
支

援
法

と
整

合
性
が
図

ら
れ

お
ら

ず

【
検
討
の
背
景
】

区
分

災
害
救
助
法
（
住
宅
の
応
急
修
理
）

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

備
考

対
象

外
で
、

年
齢

・
年

収
要

件
に

よ
る
制

限
も

あ
る

な
ど
、
被

災
者

生
活

再
建

支
援

法
と
の
整

合
性
が
図

ら
れ
て

お
ら

ず
、

複
雑

で
分

か
り

に
く

い
支

援
制

度
と

な
っ

て
い

る
。

対
象

災
害

同
法
適
用
災
害

①
災
害
救
助
法
適
用
災
害

②
都
道
府
県
で
全
壊
1
0
0
戸
以
上

③
市

町
村

で
全

壊
1
0
戸
以

上
④
法
適
用
都
道
府
県
内
の
市
町
村
(人

口
1
0
万
人
未
満
)で

全
壊
5
戸
以
上

⑤
法
適
用
都
道
府
県
、
市
町
村
に
隣
接
す
る
市
町
村
(人

口
1
0
万
人
未
満
)

全
壊

支
援

法
は

適
用

範
囲

が
広

い

で
全
壊
5
戸

以
上

⑥
法
適
用
の
あ
る
都
道
府
県
が
2
以
上
あ
る
場
合
、
市
町
村
で
、
全
壊
5
戸

以
上
(人

口
1
0
万
人
未
満
)、
又
は
全
壊
2
戸

以
上
(人

口
5
万

人
未

満
)

対
象

被
害

半
壊
（
大
規
模
半
壊
を
含
む
）

全
壊
・
大
規
模
半
壊
（
半
壊
は
含
ま
な
い
）

支
援

法
は

半
壊

世
帯

が
対

象
外

年
齢

年
収

要
件

原
則

５
０
０
万

円
以

下
年

齢
・
年

収
要

件
な
し

支
援
法
は
年
齢
年
収
要
件
な
し

支
援

方
法

現
物
給
付
（
市
町
村

が
委
託
）

現
金
給
付

支
援

方
法

が
混

在

支
援

対
象

居
室

台
所

イ
等

常
生
活

使
途
制
限
な

支
援

法
は

支
援

対
象
が

広
い

支
援

対
象

居
室
、
台
所
、
ト
イ
レ
等
日
常
生
活

に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分

使
途
制
限
な
し

支
援

法
は

支
援

対
象
が

広
い

支
給

額
５
２
万

円
（
限

度
額

）
大

規
模

半
壊

世
帯

は
重

複
支
給

区
分

再
建
方
法

基
礎
支
援
金

加
算

支
援

金
合

計

＜
複

数
世

帯
の

場
合

＞
（
単

位
：
万

円
）

大
規
模
半
壊
世
帯

建
設

等

５
０

２
０
０

２
５
０

補
修

１
０
０

１
５
０

賃
借

５
０

１
０
０

※
半
壊
世
帯
は
支
給
対
象
外
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災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
検
討

１
災

害
援
護
資
金
貸
付

金

【
制

度
の

概
要

】
①

実
施

主
体

市
町

村
①

実
施

主
体

市
町

村

②
貸
付
限
度
額

3
5
0
万
円

③
対

象
者

都
道
府

県
内
で

災
害
救

助
法
が

適
応
さ

れ
た
市

町
村
が

１
以
上

あ
る
災

害
で
、

次
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
世
帯

次
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
世
帯

ア
療
養
期
間
が
１
か
月
以
上
の
世
帯
主
の
負
傷

イ
住
居
、
家
財
の
価
格
の
１
／
３
以
上
の
損
害

等
④

利
率

年
３

％
⑤

据
置

期
間

３
年

（
特
別
の
場
合
５
年
）

⑤
据

置
期

間
３
年

（
特
別
の
場
合
５
年
）

⑥
償
還
期
間

1
0
年
（
据
置
期
間
を
含
む
）

【
兵

庫
県

（
神

戸
市

分
含

む
）
の

現
状

】
①

貸
付

実
績

5
6
4
2
2
件

1
3
0
8
億

7
百
万
円

【
課

題
】

①
借
受
人
の
破
産
免
責
や
所
在
不
明
等

「
事

故
案

件
」
の

償
還

免
除

等
の
規

定
が

5
6
,
4
2
2
件

1
,
3
0
8
億

7
百
万
円

②
未
償
還
件
数
（
H
2
2
.
3
.
3
1
現
在
）

1
3
,
8
9
4
件

2
0
8
億
6
百
万
円

「
事

故
案

件
」
の

償
還

免
除

等
の
規

定
が

な
い
。

②
未
償
還
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
県
・
市
町

が
借
受
人
の
肩
代
わ
り
を
し
国
に
返
還

す
る
制

度
と
な

る
す
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
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２
災

害
障
害
見
舞
金

【
制

度
の

概
要

】
【
制

度
の

概
要

】
①

実
施

主
体

市
町

村

②
対
象
災
害

自
然
災
害

・
１
市
町
村
に
お
い
て
住
居
が
５
世
帯
以
上
滅
失
し
た
災
害

・
都
道
府
県
内
に
お
い
て
住
居
が
５
世
帯
以
上
滅
失
し
た
市
町
村
が
３
以
上

あ
る
場
合
の
災
害

等
③

受
給

者
②

の
災

害
に
よ

り
重
度

の
障
害

（
両
眼

失
明
、

要
常
時

介
護
、

両
上
肢

ひ
じ

関
節
以
上
切
断
等
）
を

受
け
た

者
（
労
災
１

級
程
度

）
関
節
以
上
切
断
等
）
を

受
け
た

者
（
労
災
１

級
程
度

）
④

支
給

額
ア

生
計

維
持

者
25
0
万

円
イ

そ
の
他

の
者

1
2
5
万
円

【
支

給
件

数
】

（
兵

庫
県

内
）

6
1
件

【
重

傷
者

数
】

【
課

題
】

（
兵

庫
県

内
）
10
,4
9
4人

【
阪

神
・
淡

路
大

震
災

に
お
け
る
震

災
障

害
者

（
兵

庫
県

調
査

）
】

（
１

級
）

5
3
人

【
課

題
】

支
給
基
準
は
、
労
災
保
険
法
施
行
規
則
別
表

第
一
の
障
害
等
級
第
一
級
に
準
じ
る
が
、
要
件

緩
和
が
必
要
。

在
庫

が
「

障
（

１
級

）
5
3
人

（
２
級
）

6
2
人

（
３
級
）

6
1
人

（
４
級
）

8
2
人

（
現
在
、
兵
庫

県
が
行
っ
て
い
る
「
震

災
障

害
者
実
態
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

後
日
検
討
）

（
５
級
～
）

7
1
人
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災害対策特別委員会における課題検討の進め方 

 

１ 検討の進め方 

   現在設置されている専門部会において、3 課題を検討し、専門部会の下に課題

別検討会を設置し、具体的な検討を進めていく。 

 

 【専門部会】 

   ・災害対策特別委員会参加都道県で構成 

  （現行の検討課題） 

   ①被災者生活再建支援基金 

   

  （今後の検討課題） 

   ①被災者生活再建支援基金 

   ②住民の避難体制のあり方 

   ③災害対応の支援の仕組みづくり 

   ④災害復興制度のあり方 

 

 【検討会】 

・災害対策特別委員会参加都道県は、新たに設置されるいずれかの検討会に参

加(委員長県及び副委員長県は、すべての検討会に参加) 

・必要により、関係団体等を加えることができる。 

 

２ 追加検討課題のスケジュール 

最終報告を目途とする全国知事会議 

・住民の避難体制のあり方 平成２３年７月(予定)  

・災害対応の支援の仕組みづくり    平成２３年１２月(予定) 

・災害復興制度のあり方 平成２３年１２月(予定) 

協議資料４ 
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